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（１）日程 

 

 

（２）議題： 

a.  

b.  

c.  

d.  

e.  

f.  
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(３)委任状・会費納入について 

 

 

 

 

 

 

 

 野宿生活者の就労機

会拡大・居住・生活

の安定のために、私

たちは努力します。 
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１）就労機会提供事業 
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３）長居避難所 
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４）自立支援センター 
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萩之茶屋事務所移転のお知らせ 
 

 

 

 

５）就労支援調査研究 
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（相談受付の発端） 
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○特掃「高齢者アンケート」について 
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（入院・入寮） 
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（アパート入居・居宅保護） 

2000 6 2001
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（表 1）   （表 2）  

月 人数  アパート名 人数 

6月 11  アプリシェイト 36 

7月 10  陽だまり 48 

8月 19  おはな 30 

9月 34  明光ハウス 28 

10月 22  白川 17 

11月 31  兆山 4 

12月 6  フレンド 5 

1月 8  その他 1 

2月 10  計 169 

3月 18    

計 169    

 

 

 

2001  

（表 3）   

年齢 人数 ％ 

65以下 17 10% 

65 39 23% 

66 25 15% 

67 22 13% 

68 16 9% 

69 7 4% 

70 11 7% 

71 12 7% 

72 4 2% 

73 8 5% 

74 2 1% 

75 2 1% 

76 2 1% 

77 2 1% 

計 169 100% 
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（入居後のサポートについて） 
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(今年度の目標) 

 前年度不行き届きの点は､改善するの

はもちろんのこと、新しい取り組みも。

特に次の 2点。 

1. 福祉相談事業部門の予算の独立 

寄付を募る活動・ボランティア・ス

タッフ募集のための情報発信の強化。

具体的にはパンフ作成して企業回り

の活動・福祉相談事業の会報・ホー

ムページの充実・学習会の開催など 

 

2. 独自のデイケア・グループホームが

持てるように準備、研究。またそれ

に繋がるような活動 

○福祉自立者のリクリエーション企画の

実施 

生保受給者が「生きがい喪失」の状態

に陥ったり、持て余す時間をアルコール

で埋め合わせることのないような取り組

みをしていきたい。グランドゴルフ(ゲー

トボール似たゲームだが、こっちのほう

がルールは簡単。（大阪府福祉基金地域福

祉振興助成金申請中。この助成金が降り

次第道具を揃えて実施する予定。仮に助

成金が降りなくても 6月から始めたい。) 

○また、就労意欲の高い人・技術をもっ

ている人のために、仕事を探したり作っ

たりする活動。収入に結びつかなくても、

生保受給者が自分の特技を活かせる仕事

がないか。なければ例えば地域内清掃な

どで回収した廃品を修理したりする仕事

など。 

○福祉自立者対象のアンケート。 

これも 6 月実施予定。上記のデイケ

ア・グループホームをどんなものしたら

よいか、実際に生保受給している人の声

を聞く。 

また、陽だまり・アプリシェイトなど

では入居者の健康診断・往診をアパート

内で受けられるようになった。そうした

体制を組めないアパート入居者について

は特に健康が気がかり。健康状態に関す

る質問を盛り込む予定。(終わり) 
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釜ヶ崎支援機構 (単位　円）
科　　目 予算額 決算額 差異

　（資金収支の部）
　Ⅰ　経常収入の部
　　 １　会費収入
　　　　　　正会員会費 340,000 600,000 260,000 ＠10,000
　　　　　　賛助会員会費 55,000 30,000 -25,000 ＠5,000
　　　２　寄付金収入
　　　　　　寄付金 5,000,000 9,642,860 4,642,860
　　　3　事業収入
　　　　　　市就労事務補助 12,000,000 17,898,720 5,898,720 受託事業事務補助費
　　　　　　NPO就労部門 1,000,000 1,191,160 191,160
　　　4　雑収入
　　　　　　預金利息 12,000 38,369 26,369
当期収入合計（A） 18,407,000 29,401,109 10,994,109
前期収支差額 7,594,485 7,594,485 0
収入合計（B） 26,001,485 36,995,594 10,994,109

　Ⅱ　経常支出の部
　　　１　事業費
　　　　　　福祉部門事業費 3,000,000 3,330,508 330,508
　　　　　　就労部門事業費 1,000,000 1,202,034 202,034
　　　２　管理費
　　　　　　賃金 13,000,000 17,514,920 4,514,920
　　　　　　社会保険料 1,000,000 740,913 -259,087
　　　　　　家賃 1,000,000 733,512 -266,488
　　　　　　事務用消耗費 800,000 276,157 -523,843
　　　　　　研修費 100,000 34,710 -65,290
　　　　　　広報費 500,000 30,450 -469,550
　　　　　　通信費 150,000 113,911 -36,089
　　　　　　交通費 80,000 41,726 -38,274
　　　　　　その他 300,000 4,786,810 4,486,810
当期支出合計（C） 20,930,000 28,805,651 7,875,651
当期収支差額（A）－（C） -2,523,000 595,458 -1,927,542
前期繰越収支差額 7,594,485 7,594,485 0
次期繰越収支差額（B）－（C） 5,071,485 8,189,943 3,118,458

2000年度　特定非営利活動にかかわる事業会計収支計算書（１）
2000年4月1日から2001年３月３１日

特定非営利活動法人
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8,189,943 3,915,866

362,667  

　(単位　円）

科　　目・適　　用

　Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

　　　　　　現金預金

　　　　　　　現金　　　　　　　現金手元有高 1,151,709

　　　　　　　普通預金　　　　大和銀行萩之茶屋支店 1,471,537

　　　　　　　郵便貯金　　　　花園北郵便局 1,069,450

　　　　　　　郵便振込口座 213,170

　　　　　　　近畿労働金庫 10,000 3,915,866

　　　　　　保証金 1,560,000

　　　　　　前払リース料　　　　 1,375,200

　　　　　　仮払金 79,940

　　　　　　立替金 657,484

　　　　　　貸付金 122,020 3,794,644

　　流動資産合計 7,710,510

　　　２　什器備品

　　　　　　　印刷機　1台 842,100 842,100

資産合計 8,552,610

　Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

              前受会費 50,000

　　　　　 　 前受賛助会費 15,000 65,000

　　　　　　　預り金　　　　　　職員に対する源泉所得税 24,500

　　　　　　　　　　　　　　　　　社会保険料 125,069

　　　　　　　支払引当金　　　社会保険料 148,098 297667

　　流動負債合計 362,667

負債合計 362,667

　Ⅲ　正味財産の部

　　前期繰越正味財産 7,594,485
　　　　　当期正味財産増加額 595,458
　　　　　　　　正味財産合計額 8,189,943
　　負債及び正味財産合計 8,189,943
注記：(1)資金の範囲は現金預金とする
　　　：(2)保証債務はなし。

　　　：(5)近畿労働金庫口座は労金の定額カンパ制度を活用するためのもの
　　　：(4) 仮払金・貸付金・立替金は福祉部門のもの

釜ヶ崎支援機構

2000年度　特定非営利活動にかかわる事業会計貸借対照表（１）

金　　額

特定非営利活動法人

2001年3月31日現在

　　　：(3)保証金は就労機会提供事業（大阪府分）で使用する駐車場２ヶ所分
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釜ヶ崎支援機構 (単位　円）
科　　目

　（資金収支の部）
　Ⅰ　経常収入の部
　　　１　事業収入
　　　　　　あいりん生活道路清掃事業 82,604,657 82,604,657
　　　　　　あいりん高齢日雇労働者等除草等作業事業
　　　　　　　バス停清掃事業 51,243,935
           　保育所環境美化推進事業 51,243,935
　　　　　 　児童遊園環境美化推進事業 51,243,935
　　　　 　　各区環境美化推進事業 51,243,935 204,975,740
　　　　　高齢日雇労働者緊急雇用対策
　　　　　　道路清掃等事業 62,000,000
　　　　　　河川敷清掃等作業 15,000,000 77,000,000
　　　　　野宿生活者常用雇用促進事業 35,000,000 35,000,000
　　　　　あいりん臨時緊急夜間避難所運営事業 45,346,660 45,346,660
　　　　　長居緊急臨時避難所運営補助事業 11,670,835 11,670,835
　　　　　野宿生活者の就労による自立支援策の調査研究 5,000,000 5,000,000

　　経常収入合計 461,597,892
　Ⅱ　経常支出の部
　　　１　事業費
　　　　　　人件費
　　　　　　　あいりん生活道路清掃事業 74,083,767 74,083,767
　　　　　　　あいりん高齢日雇労働者等除草等作業事業
　　　　　　　　バス停清掃事業 44,857,035
           　　保育所環境美化推進事業 44,843,890
　　　　　 　　児童遊園環境美化推進事業 44,824,171
　　　　 　　　各区環境美化推進事業 44,857,035 179,382,131
　　　　　高齢日雇労働者緊急雇用対策
　　　　　　道路清掃等事業 39,561,238
　　　　　　河川敷清掃等作業 7,062,471 46,623,709
　　　　　野宿生活者常用雇用促進事業 20,566,929 20,566,929
　　　　　あいりん臨時緊急夜間避難所運営事業 33,158,904 33,158,904
　　　　　長居緊急臨時避難所運営補助事業 10,978,121 10,978,121
　　　　　野宿生活者の就労による自立支援策の調査研究 3,943,800 3,943,800 368,737,361
　　　　　　その他経費
　　　　　　　あいりん生活道路清掃事業 8,520,890 8,520,890
　　　　　　　あいりん高齢日雇労働者等除草等作業事業
　　　　　　　　バス停清掃事業 6,386,900
           　　保育所環境美化推進事業 6,400,045
　　　　　 　　児童遊園環境美化推進事業 6,419,764
　　　　 　　　各区環境美化推進事業 6,386,900 25,593,609
　　　　　高齢日雇労働者緊急雇用対策
　　　　　　道路清掃等事業 22,438,762
　　　　　　河川敷清掃等作業 7,937,529 30,376,291
　　　　　野宿生活者常用雇用促進事業 12,831,453 12,831,453
　　　　　あいりん臨時緊急夜間避難所運営事業 12,187,756 12,187,756
　　　　　長居緊急臨時避難所運営補助事業 201,000 201,000
　　　　　野宿生活者の就労による自立支援策の調査研究 1,056,200 1,056,200 90,767,199

経常支出合計 459,504,560
　　　　　　　　　　　　　経常収支差額 2,093,332
　　　　　　　　　　　　　次期繰越収支差額 491,714

注：就業延人数＝50,064人
　　あいりん生活道路清掃事業＝10,561人
　　あいりん高齢日雇労働者等除草等作業事業
　　　バス停清掃事業＝5,937人
      保育所環境美化推進事業＝5,935人
　　　児童遊園環境美化推進事業＝5,932人
　　　各区環境美化推進事業＝5,937人
　　野宿生活者の就労による自立支援策調査研究＝186人

金　　額

20000年度　特定非営利活動事業にかかわる会計収支計算書（２）受託事業の部
2000年4月1日から2001年３月３１日

特定非営利活動法人

あいりん臨時緊急夜間避難所運営事業=4,370人
長居緊急臨時避難所運営補助事業=1,044人

注：収支差額の内　1,601,618円は野宿生活者常用雇用促進事業の人件費残。大阪府へ返還。
注：次期繰越収支差額　491,714円は長居避難所運営補助事業経費残で、次年度長居公園経費へ充当。

高齢日雇労働者緊急雇用対策
　　道路清掃等事業＝5,433人
　　河川敷清掃等作業＝94２人
野宿生活者常用雇用促進事業＝3,787人
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（単位　　円）

科　　目・適　　用

　Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

　　　　　　現金預金

　　　　　　　現金　　　　　　　現金手元有高 6,014,450

　　　　　　　普通預金　　　　大和銀行萩之茶屋支店 1,090,096

　　　　　　　普通預金　　　　三和銀行萩之茶屋支店 7,287,880 14,392,426

         未収金 1,873,485

　　　　仮払金 3,215,804 5,089,289

　　　２　保険印紙

　　　　　　　雇用保険印紙 336,696

　　　　　　　健康保険印紙 4,055,084 4,391,780

　　流動資産合計 23,873,495

　Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

　　　　　　　未払金　　　　　3月度消耗品費 8,702,573

　　　　　　　預り金　　　　　　弁当 1,483,200

　　　　　　　　　　　　　　　　　社会保険料 3,690,790

　　　　　　　　　　　　　　　　　返還金等 2,484,156

　　　　　　　支払引当金　　 社会保険料 7,512,776

　　流動負債合計 23,873,495 23,873,495

　Ⅲ　正味財産の部

　　前期繰越正味財産 0

　　　　　当期正味財産増加額 0

　　　　　　　　正味財産合計額 0

　　負債及び正味財産合計 0

　　（２）390,824円は野宿生活者就労自立支援研究調査事業の原稿料等源泉税

金　　額

注：返還金等内訳
　　（１）1,601,618円は、野宿生活者自立支援事業の人件費残の返還金

　　（3）491,714円は長居公園避難所運営補助事業費残で、次年度経費参入分として預かり

2000年度　特定非営利活動に関わる事業会計貸借対照表（２）受託事業の部
2001年3月31日現在

特定非営利活動法人
釜ヶ崎支援機構
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2001  

NPO

 

科　　目
　（資金収支の部）
　Ⅰ　経常収入の部
　　　１　事業収入
　　　　　　あいりん生活道路清掃事業 82,604,657 82,604,657
　　　　　　あいりん高齢日雇労働者等除草等作業事業
　　　　　　　 バス停清掃事業 51,243,935
           　  保育所環境美化推進事業 51,243,935
　　　　　 　  児童遊園環境美化推進事業 51,243,935
　　　　 　　  各区環境美化推進事業 99,211,885 252,943,690
　　　　　高齢日雇労働者労働能力維持確保委託事業 110,239,000
　　　　　野宿生活者常用雇用促進事業 85,000,000
　　　　　あいりん臨時緊急夜間避難所運営事業 43,306,322
　　　　　長居緊急臨時避難所運営補助事業 35,031,890
          長居公園駐輪場環境整備事業 9,000,000
　　　　　野宿生活者の就労による自立支援策の調査研究 5,000,000 287,577,212

　　経常収入合計 623,125,559

　Ⅱ　経常支出の部
　　　１　事業費
　　　　　　あいりん生活道路清掃事業 82,604,657 82,604,657
　　　　　　あいりん高齢日雇労働者等除草等作業事業
　　　　　　　 バス停清掃事業 51,243,935
           　  保育所環境美化推進事業 51,243,935
　　　　　 　  児童遊園環境美化推進事業 51,243,935
　　　　 　　  各区環境美化推進事業 99,211,885 252,943,690
　　　　　高齢日雇労働者労働能力維持確保委託事業 110,239,000
　　　　　野宿生活者常用雇用促進事業 85,000,000
　　　　　あいりん臨時緊急夜間避難所運営事業 43,306,322
　　　　　長居緊急臨時避難所運営補助事業 35,031,890
          長居公園駐輪場環境整備事業 9,000,000
　　　　　野宿生活者の就労による自立支援策の調査研究 5,000,000 287,577,212

経常支出合計 623,125,559
　　　　　　　　　　　　　経常収支差額 0
　　　　　　　　　　　　　次期繰越収支差額 0

注：（１）就業延人数予定＝63,843人
　　（２）いずれの契約においても、年度末残金は返還することとなっている。

金　　額

200１年度　その他の事業にかかわる会計収支予算書
２００1年４月1日から2002年３月３１日

特定非営利活動法人
釜ヶ崎支援機構
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科　　目

　（資金収支の部）

　Ⅰ　経常収入の部

　　 １　会費収入

　　　　　　正会員会費 600,000

　　　　　　賛助会員会費 30,000 630,000

　　　２　寄付金収入

　　　　　　寄付金 4,000,000 4,000,000

　　　3　事業収入

　　　　　　市就労事務補助 17,000,000

　　　　　　NPO就労部門 1,000,000 18,000,000

　　　4　雑収入

　　　　　　預金利息 40,000 40,000

　　経常収入合計 22,670,000

　Ⅱ　経常支出の部

　　　１　事業費

　　　　　　福祉部門事業費 3,000,000

　　　　　　就労部門事業費 1,000,000 4,000,000

　　　２　管理費

　　　　　　賃金 17,000,000

　　　　　　社会保険料 1,000,000

　　　　　　家賃 1,000,000

            水道光熱費 1,200,000

　　　　　　事務用消耗費 800,000

　　　　　　研修費 100,000

　　　　　　広報費 500,000

　　　　　　通信費 150,000

　　　　　　交通費 80,000

　　　　　　その他 300,000 22,130,000

経常支出合計 26,130,000

　　　　　　　　　　　　　経常収支差額 -3,460,000

　　　　　　　　　　　　　前期繰越収支差額 8,189,943

　　　　　　　　　　　　　次期繰越収支差額 4,729,943

金　　額

200１年度　特定非営利活動にかかわる事業会計収支予算書

200１年４月１日から200２年３月３１日

特定非営利活動法人

釜ヶ崎支援機構

　　昨年に引き続き、単年度収支としては赤字予算を組んだが、赤字額は資産の現金預金の額に
収まっている。

注：会員・賛助会員＝拡大を目指すものの予算としては前年度実績とした。
　　福祉部門事業費は、福祉相談活動の充実と会計のより明確化を図るため独立会計化を目指

　　就労部門は連合大阪メーデー会場清掃受注を織り込んだ。
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年齢階層 人数 割合 人数 割合
20歳以上 1 0.28% 0 0%
30歳以上 3 0.83% 3人 0.71%
35歳以上 7 1.93% 7人 1.65%
40歳以上 17 4.70% 17人 4.02%
45歳以上 43 11.88% 35人 8.27%
50歳以上 72 19.89% 76人 17.97%
55歳以上 101 27.90% 128人 30.26%
60歳以上 88 24.31% 126人 29.79%
65歳以上 19 5.25% 25人 5.91%
70歳以上 3 0.83% 5人 1.18%
無回答 8 2.20% 1人 0.23%
計 362 100.00% 423人 100%

2000/5 2001/3月

2000/5 2001/3
釜に来てから 割合 割合

1年未満 24.70% 8.80%
1年～3年 25.40% 15.80%
4年～9年 13.30% 19.20%
10年以上 36.60% 54.10%
無回答 0.00% 2.10%
総計 100.00% 100.00%
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独自財源による活動の強化  
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会員の集いの復活・定例化  
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